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研究開発の概要 ・i-Construction の推進に必要なＩＣＴ施工に係る技術基準類について、民間より策

定・改定が提案された新技術をもとにした ICT 施工の技術基準類策定・改定に必要な審査

基準等の標準化を図る。

・審査基準等の標準化にあたって、民間からの提案に対し、提出資料、ヒアリングによる

情報収集を行うとともに、工事現場・試験フィールドにて技術の検証を実際に試行する。

【研究期間：令和２年度～３年度 研究費総額：約２０百万円】 

研 究 開 発 の 目

的・目標（アウト

プット指標、ア

ウトカム指標）

【目的】 

・ＩＣＴ施工の技術基準類の策定・改定に関して、民間からの提案内容を技術基準の策

定・改定につなげる方法の標準化

【目標】 

・ＩＣＴ施工の技術基準類の策定・改定に関して、民間からの提案内容を検証する審査方

法の標準化

・審査基準等の標準化のため、民間からの実際の提案に対し、提出資料、ヒアリングによ

る情報収集を行うとともに、工事現場・試験フィールドにおける提案技術の検証を試行

必要性、効率性、

有効性等の観点

からの評価 

【必要性】（科学的・技術的意義、社会的・経済的意義、目的の妥当性等） 

 国土交通省では、建設現場の生産性を向上させ、魅力ある建設現場の実現を目指す i-

Construction を推進しており、このトップランナー施策の一つである「ＩＣＴの全面的な

活用」について、平成２８年度の土工への活用を皮切りに、幅広い工種について、ＩＣＴ

活用工事に必要な出来形管理要領、監督・検査要領等の技術基準類を順次整備してきたと

ころである。建設現場の生産性向上を実現するため、民間からの提案制度を設け、提案さ

れた新たな計測技術、施工技術を適正、迅速に評価し、技術基準類に反映する必要がある。

そのためには、提案の審査基準等を標準化するとともに、提案者にも示す必要がある。 

【効率性】（計画・実施体制の妥当性等） 

 実際にＩＣＴ活用工事の施工、計測に関わってきた民間からの新たな技術を適切に審査

することにより、現行の技術基準類に新たな技術を効果的に導入する速やかな策定・改定

が可能となる。もって、生産性向上にも寄与する。技術基準類を所掌する国土交通本省と

連携し対応する。 

【有効性】（目標の達成度、新しい知の創出への貢献、社会・経済への貢献、人材の養成等） 

技術基準類作成を所掌する国土交通本省と連携し、対応できるよう、民間提案募集要領

の内容へ反映した。提案者、審査機関（国総研）ともに、実際に ICT 活用工事の施工、計

測に関わってきた民間の技術を取り入れるための技術基準類策定・改定の作業が効率化さ

れた。また、路面切削工において写真測量技術を用いた出来形管理を行う民間提案など、

９項目について、技術基準類策定・改定を実現した。 

外部評価の結果 研究の実施方法と体制の妥当性については、ＩＣＴ施工は進展が著しくかつ適用を迅速

に進めるべき分野であり、民間企業や本省と連携するなど必要な検討体制にて研究を実施

されたことから、概ね適切であったと評価する。 

 目標の達成度については、確立されていなかった新たな技術の標準的な検証方法につい

て、審査方法の検討が進み、一定の成果が得られたことから、目標を達成できたと評価す

る。 

 今後は、公表する審査基準項目・観点と、実際の審査内容との間に相違が生じないよう、

申請者側の受けとめ方も考慮しながら運用することが望まれる。 
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